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Living the Lotus̶Buddhism in Everyday Life（法華経を生きる～生活の中の仏教）というタイトルには、日々の生活のなかに法華経の教
えを活かして、泥水に咲く美しい蓮の花のように、人生を豊かに、そしてより価値あるものにしていきたいとの願いが込められています。本誌
を通じて、世界中の人々に日々の生活のなかで活かす仏教の教えをお伝えします。
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立正佼成会は1938年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖に
よって創立された、法華三部経を所依の経典とする在家
仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中で釈尊の教え
を生かし、平和な世界を築いていきたいと願う人々の集
まりです。現在は庭野日鑛会長とともに、私たち会員は仏
教徒として布教伝道に励みながら、宗教界をはじめ各界
の人々と手をたずさえ、国内外でさまざまな平和活動に
取り組んでいます。

2024年北カリフォルニア桜祭り
サンフランシスコに北米会員が集い、笑顔で行進
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心やすらかに、
おだやかに生きる

庭野日鑛
立正佼成会会長

「こんなふうに⽣きられたら。」
 ⻘葉が⾬に洗われて、ひときわ⽬に映える季節が、もうすぐやってきます。
ただ⾬は、湿度と気温の上昇とともに⼼までじっとりと濡らして憂鬱にさせら
れたりもしますが、私たちはせめて⼼だけでも晴れやかでありたいものです。
 先⽇、すてきな詩篇と出会いました。詩⼈の⾕川俊太郎さんが、英訳の
「法句経」のなかから共感を覚えた⾔葉を⽇本語で⾃由に表現したというもの
です。その⼀つをご紹介しましょう。
   おだやかに

追い求めると／楽しみには哀しみしか残らない／⽢えると／苦しみはいつ
までもうずく
失うもののないこころには／喜びが流れこんでくる
怒りが閉ざす／こころを閉ざす／うぬぼれがしばる／こころをしばる
おだやかにあれ こころよ／のびやかに しなやかに はれやかに
 （『すこやかに おだやかに しなやかに』佼成出版社）

 本の帯には「こんなふうに⽣きられたら。」とのみ書かれているのですが、ま
さにそのとおりだと感じ⼊ったのです。
 おだやかに、のびやかに、しなやかに、そしてすこやかに。このように⽣き
られたら、ほんとうに⼼はいつもすっきりと晴れやかで、安穏──とらわれも
憂いも煩いもないやすらかな⽇々を送ることができるに違いありません。
 釈尊は、私たちを安穏の境地に運ぶのは「精進」と教えてくださっています。
したがって、精進を重ねるなかに、そうしたやすらかな⽇々があると受けとめ
ることができますが、では、その精進とは具体的に何を指すのでしょうか。



会長法話
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向上を願う気持ちがあれば
 仏教は「無上の教え」といわれ、この上なくすばらしい教えとも受けとれます。
ただ、私たちはそれを有り難く拝するだけではなくて、どれほど学んでも上限
のない教えと受けとめて⼼を耕しつつ、学んだことを⽇々に実践する。それが、
私たちを安穏に導く精進だと思うのです。
 宗教は、⾝をもってする⾏為に具体的にあらわれてこそ意味がありますから、
やさしさや思いやり、明るくあたたかな応対など、学んだ教えを⽇常の所作⼀
つ⼀つに⽣かすことが精進となり、そうした⼀瞬⼀瞬の積み重ねが⼼やすらか
な⽇々をもたらすのです。
 ただ、「学んだ教えを」といっても、何を⼼にとめて⽇々の実践につなげれば
いいのかに迷う⼈がいるかもしれません。私は、理想とする⼈や、「このように
⽣きたい」「こうありたい」との「志」によって、⼈それぞれの精進があるの
ではないかと思っています。
 たとえば⽇々、⾃分の役割を果たそうと健康維持に努めることも布施（⾝
施）に通じる精進であり、⼈に迷惑をかけずに⽣きていける⼈はいませんが、
なるべく迷惑をかけないようにと慎み深くあることも精進の⼀つです。職業上
の仕事はもちろん、⽇常の家事──炊事や洗濯、⼦育て──にもつねに感謝と
喜びをもってとりくむこともりっぱな精進で、つまり⾃⾝が向上を願いつつ、
その志にしたがって⽇々を送るところにそれぞれの「精進」があり、それが悦
びとやすらぎをもたらすと思うのです。
 しかしながら、ときには⼼が晴れない⽇もあるでしょう。そういうとき、た
とえばこの時季ならではの東井義雄さんの⾔葉「⾬がふっても／ブツブツいう
まい／⾬の⽇には／⾬の⽇の⽣き⽅がある」にならって、いやだと思うときに
こそ新しい⽣き⽅を発⾒してみるという精進はどうでしょうか。その⽇⼀⽇が、
きっとおだやかな好⽇となるはずです。

（『佼成』2024 年 6 ⽉号）
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サンアントニオ支部 副教会長
ケヴィン・ロシェイ

サンガと共にご法を分かち合い、この身を使いたい
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Spiritual Journey
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Spiritual Journey



まんが立正佼成会入門
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会員になったら

ご先祖さまを大切にする

ご宝前の総戒名には、すべてのご先祖さまへ
の供養と会員としてのあり方、修行の目的や方
法があらわされています。
私たち一人ひとりには両親だけでなく、両親
の両親、そのまた両親……というように、たい
へんな数のご先祖さまがいます。その人たちす

べてのおかげさまで、いまの自分がいるので
す。私たちもいつかはご先祖さまと呼ばれるよ
うになります。いのちはこうしてつながってい
きます。私たちがいま、生きているのはとても
不思議なことなのです。 

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。



まんが 立正佼成会入門
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教えをお伝えする（導き）
仏さまの教えが広まり、実践する人が増えれ
ば、幸せな人が多くなり、社会も明るくなりま
す。そのために教えを伝え、教えの通りに生活
してもらえるように勧めることが「導き」です。
また、教えについて人に話すことで、自分自
身が充分に理解していないところがわかります

し、仏さまの願いやはたらきに気づくこともで
きるのです。
「導き」は、人びとを正しい道に導き、明るい
世の中をつくっていく尊い行ないであるととも
に、自分自身が教えを理解し、成長するための
大切な修行でもあるのです。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。
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仏さまからいただいたお役

そのような「利他」の行ないは、他を利するだけにとどまるものではありません。
それは、必ず「自利」すなわち自分の利益ともなるのです。というのは、そうした利
他行を積み重ねていくなかで、自分が一步ずつ人格的に向上していくからです。
教会での「お役」もそのとおりで、たとえそれが簡単な「お役」であっても、それをしっ
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かり果たすとき、いいしれない喜びが湧いてきます。それというのも、「お役」を果た
していくなかで、仏さまの「お手配」ということをひしひしと感じとれるからです。
それだけでなく、その「お役」は、人間としての最高の理想である仏の境地に近づく
一歩なのです。ですから、私は声を大にしていいたいのです。「役とは益なり。また、
役とは成仏なり」と。
ただ、現実の問題として、「お役」を厄介だと思う人や、「そんな大役が、私につと

まるかしら」と尻ごみする人もいるでしょう。しかし、そこのところで、「これは仏さ
まからいただいたお役なのだ」と喜んで受けとめるところに、信仰の功徳があるので
す。仏さまを信じて、「どんなお役でも、万難を排して、果たさせてもらいます」とい
う気持ちになる人が、ぐんぐん救われていくのです。
道元禅師が、こういっています。

「今人云く、行じ易きの行を行ずべしと。此の言尤も非なり。太だ仏道に合わず」と。
行じやすい行をしたほうがいいというのは、仏道に適わない考えである、というのです。
「自分にはつとまりそうもない」と思われるような「お役」を精いっぱいつとめる。
それが「仏道に適う」のであって、真の功徳をいただけるのです。どうか、この道元
禅師の言葉をじっくり味わってほしいと思います。

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』 P.52-53
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みなさん、お元気ですか？爽やかな初夏を迎え、風に揺れる木々を眺め
ながら、自然界に息づく命の躍動を感じております。
会長先生は１月のご法話の中で、自身のご著書である『心田を耕す』に

触れられ、安穏の境地を得るためには「釈尊が伝えたいと願われたことを
シンプルに受けとり、日々の生活の中で無理なく実践すること」が肝心と
教えてくださいました。そして、今月のご法話では、具体的に何を実践す
れば良いのか迷う私たちに、「このように生きたい」との「志」を持つこと
が、人それぞれの精進につながるとアドバイスしてくださいました。
今春、私は町内会の依頼を受け、自宅の近隣地区の「組長」を務めるこ

とになりました。組長には町内会費の集金をはじめ、定例会議や各種行事
の開催、地域功労者の顕彰など、地域に関わる大切な役割があります。私
たち家族がこの地域に住み始めて 20年が経ちました。「組長」のお役をと
おして、地域の人々が新参の私たちを受け入れ、信頼してくださっている
ことへの感謝、そしてこれまで無事に住み続けてこられたことへの感謝を
形にする機会を頂けたものと思っています。様々な苦労もあろうかと思い
ますが、地域に恩返しがしたいという「志」を持つことで、今まで見えなかっ
た世界が広がってきていることを感じます。いよいよ、面白くなってきたぞ。

地域へのご恩返し

2024 年 4月 8日、一乗宝塔の前で降誕会団参の参加者と
（最前列左から三人目が赤川部長）
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